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議員１２人が一般質問

質
問
　
織
笠
新
田
集
落
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
道
路
は
、
未
舗
装

で
あ
り
、
橋
も
木
造
で
老
朽
化

し
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
は
、
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
永
久
橋
と
し
て
早
急
に

改
修
し
、
周
辺
も
整
備
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
織
笠
新
田
集
落
セ

ン
タ
ー
入
り
口
付
近
の
準
用
河

川
新
田
川
に
架
か
る
橋
に
つ
い

す
る
と
、
強
度
的
に
は
問
題
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
経
年
劣
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
降
雨
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
、

今
後
の
状
態
に
注
意
し
て
い
き

た
い
。
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い

て
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
定
め

た
い
。
限
り
あ
る
町
の
財
源
の

効
果
的
活
用
に
努
め
た
い
と
考

え
る
。

質
問
　
織
笠
漁
業
協
同
組
合
の

北
側
舗
装
岸
壁
が
破
損
し
て
い

る
。
段
差
も
あ
り
、
働
く
人
々

に
不
便
を
き
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
早
急
に
整
備
舗
装
す
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
地
震
・
津
波
な
ど
が

来
た
と
き
は
安
全
か
。

沼
崎
町
長
　
織
笠
漁
港
北
側
物

揚
場
の
破
損
個
所
に
つ
い
て
は
、

荷
捌
所
前
か
ら
北
に
向
か
っ
て
、

順
次
補
修
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
緊
急
の
補
修
を
要
す
る
個

所
が
発
生
し
た
た
め
、
平
成
　１８

年
度
は
別
の
個
所
を
、
　

、
　

１９

２０

年
度
は
荷
捌
所
の
西
側
を
補
修

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
来

年
度
か
ら
北
側
物
揚
場
の
維
持

補
修
に
努
め
た
い
。

　
地
震
・
津
波
な
ど
が
き
た
と

き
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
先

の
岩
手
県
北
部
地
震
や
平
成
　１５

年
の
三
陸
南
地
震
の
震
度
５
の

揺
れ
で
、
若
干
の
亀
裂
な
ど
は

発
生
し
て
い
る
が
、
安
全
は
保

た
れ
て
い
る
。

　
津
波
に
対
し
て
は
、
波
高
や

状
況
に
よ
る
が
、
岸
壁
が
冠
水

す
る
程
度
で
は
、
倒
壊
す
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
る
。

漁港整備

来
年
度
か
ら
北
側
物
揚
場
補
修
に
努
め
る

織
笠
漁
港
の
岸
壁
破
損

て
は
要
望
さ
れ
、
調
査
・
検
討

を
行
っ
て
き
た
。
現
在
の
橋
梁

は
、
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時

に
地
元
の
方
々
に
よ
る
建
設
と

聞
い
て
い
る
。
橋
台
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
練
り
石
積
み
、
梁
は

鉄
道
レ
ー
ル
、
床
版
は
枕
木
で

あ
る
。
橋
の
長
さ
は
６
㍍
、
高

さ
は
１
・
７
㍍
程
度
で
、
橋
台

も
床
版
も
通
水
断
面
を
阻
害
し

て
お
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況
や
民
家
の
数
な
ど
を
考
慮

老朽化により改修が望まれている織笠
新田集落センター前の橋梁（新田地区）

小林　隆議員

基盤整備

強
度
は
問
題
な
い
・・・
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
定
め
た
い

織
笠
新
田
集
落
セ
ン
タ
ー
前
の
橋
梁
改
修


